
 

「持続可能な社会のジブンゴト化」 

 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：総合的な学習の時間 

2. 単元(活動)名：姿二小の環境会議を開こう 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：持続可能な社会のジブンゴト化 

単元目標：身近な環境問題やその背景、家庭や地域での取り組みなどを調べる活動を通して、多様な環境

問題は自分たちの生活と深いかかわりがあることを理解し、環境問題を自分事として捉えて、課

題解決に取り組むとともに、自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 

関連する学習指導要領上の目標： 

（1）探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形

成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。 

（2） 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表

現することができるようにする。 

（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画

しようとする態度を養う。 

（文部科学省『小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編）平成 29 年 7 月 p.8） 

4. 単元の評

価規準 

①知識及び技能 

多様な環境問題は自分たちの生活とも深いかかわりがあること

や、環境保全のために様々な取り組みが行われており、そのために

活動したり努力したりしている人々がいることを理解することができ

る。 

②思考力、判断力、

表現力等 

 身近な環境問題やエコ活動に関心をもち、環境問題を自分事とし

て捉えるとともに、必要な情報を集めたり選んだりして課題解決に取

り組み、調べたことを分かりやすくまとめたり、相手に関心をもっても

らえるように工夫して伝えたりすることができる。 

③学びに向かう力、

人間性等 

友達と協力して課題解決や実践に取り組むとともに、環境保全の

ために自分でできることに取り組むことを通して、自分と身近な環境

との関わりを見直そうとする。 

5. 単元設定

の理由・単元

の意義 

（児童観、教

材観、指導

観） 

【単元設定の理由・意義・指導観】 

わたしたちを取り巻く環境に目を向けたとき、地球的な規模で深刻な問題が年々増加し、

生活する人間にとって快適な環境とは言えなくなってきている。日々の暮らしの中で、便利

なものに囲まれて生活することに慣れた今の環境が、いかに地球を蝕んでいるか、また、分

かっていても実践にまで至っていないのが実態である。そこで、児童にとって身近である食

べ物や服などに関する環境問題を導入で取り上げることで、自分も含めた全ての人が環境

問題の原因をつくっていることに気付かせ、環境問題を自分事として捉え、自分たちに何が

できるかを考え、生活の中で実践していく力を育てたい。 

単元を追究するにあたっては、本やテレビ、新聞、インターネット、アンケート調査、インタ

ビューなどをして、多面的で客観的な課題追究ができるようにさせたい。また、追究したこと

を紙芝居、ポスター発表、劇、新聞づくり、プレゼンテーション等、課題にふさわしい表現方

法になるように各自が選択できる力をつけさせたい。あわせて、多くの人に自分たちの考え

を伝えられるよう、他学年や他学級との交流が図れる場所や時間を設定し、聞く人を意識し

た分かりやすい発表ができるように支援したい。 

氏名 仲田 志穂 学校名 
栃木県 

宇都宮市立姿川第二小学校 

担当教科等 
全教科（社会・外国語・ 

図工を除く） 
対象学年（人数） 5 年生（110 名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 2022 年 10 月～2023 年 3 月（24 時間） 



 

【児童観】 

本学年は、男子 54 名、女子 56 名の計 110 名である。学習に進んで参加し、自分の意見

を積極的に発表しようとする態度も見られる。一方で、興味・関心を持続させ、根気強く学ぶ

姿勢が乏しい児童もいる。総合の「宇都宮学」の学習では、宇都宮市に住む生き物の生態

系が崩れてしまっていることを学んだり、社会科では食料生産と自給率について学んだり、

理科では温暖化の影響で天気にも影響が出ていることを学んだり、家庭科の学習では３R

について学んだりと、様々な教科において環境問題に触れてきたが、それらを自分事として

捉え、生活に生かしていくまでには至っていない。本単元では、自分たちが普段食べている

物や着ている物などを切り口に、それらのものが、日本を含めた世界の環境問題につなが

っていることに気付かせるなど、児童が環境問題を身近に感じ、自分事として捉え、実生活

に生かしていけるような授業づくりに努めたい。 

6. 単元計画（全 27 時間）  

場 時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 
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身 近 なもの が

環境問題につ

ながっているこ

とに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇SDGs について知る。 

・SDGs のアイコンを見て、それが

何の目標なのかを考える。 

・すごろく（ゴー・ゴールズ）をしな

がら、SDGs にふれる。 

 
【SDGs すごろくをしている様子】 

〇身近な環境問題や SDGs との

関連について考える。 

1.海のプラスチックごみ 

ロールプレイ「海の生き物会議」

を行い、感じたことを伝え合う。 

 
【話し合いの様子】 

2.ファッションと環境問題 

服に関するクイズや、服の一生

について考える活動を行い、感じ

たことを伝え合う。 

 
【グループワークの様子】 

 ゴー・ゴールズすごろくで

SDGs を学ぼう（国際連合

広報センター） 

 動画 “World’s Largest 

Lesson - Part1 (Japanese  

with subitles)” 

https://www.youtube.com/

watch?v=H0yxJzzIFo8 

 動画 “What’s SDGs?” 

https://www.youtube.com/

watch?v=QyDqENGI6g0 

 環境省「2100 年未来の天

気予報  

https://ondankataisaku.en

v.go.jp/coolchoice/2100we

ather/ 

 開発教育協会(2020)『プラ

スチックごみ』 

 開発教育協会(2022)『服・

ファッション』 
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本

時 

3.食品ロスはなぜいけないの？ 

食料自給率や、食品ロスの現状

や、アジア学院の取り組みにつ

いて、クイズやフォトランゲージを

行い、感じたことを伝え合う。 

 

〇それぞれの環境問題は、どの

SDGs のゴールにつながってい

るかを考える。 

 ・これまで学習した環境問題の

写真と関連する SDGs を選び、

選んだ理由を伝え合う。 

 アジア学院で撮影した写真 

 JICA 「SDGs カード」 

 日本ユニセフ協会「13 歳の

アイシャの 1 日～水を得る

ために～日本ユニセフ協

会」

https://www.youtube.com/

watch?v=PP0IvKmLfRY 

 日本ユニセフ協会「南スー

ダン：壊滅的な飢餓との闘

い」

https://www.youtube.com/

watch?v=M3Q4n4Pp_60 

 JICA「SDGs カード」 

見

通

す 

７ 

 

 

 

 

姿二小環境

会議に向け

て 、 計 画 を

立てよう 

 

 

こ れ ま で の 経

験 や 、 体 験 活

動から、自分な

り の 課 題 を 設

定することがで

きる。 

〇追究したい環境問題のテーマ

を選ぶ。 

【テーマの例】 

地球温暖化、プラスチックご

み、ファストファッション、食品ロ

ス、自然環境（森林破壊・海洋

汚染・生物多様性）など 
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す
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自分たちに

できることを

考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題を解決す

るために、資料

や体験などの

中から適した情

報を集めたり、

まとめたりする

ことができる。 

 

聞 き 手意 識 を

もち、相手に伝

わ り や す い 方

法 を 考 え な が

ら、発表するこ

とができる。 

 

環境問題解決

の た め に 、 自

分たちに出 来

る身近なことを

考え、実践しよ

うとする。 

〇テーマについて、個人で調べ

学習を行い、スライド等にまと

める。 

 

 

 

 

 

〇調べたことをクラス内で発表す

る。 

 

 

 

 

 

〇同じテーマを選んだ人同士に

分かれて、クラスや学年、家庭

等でできる環境問題解決のた

めの企画を考え、企画書を作

成する。 

【企画の例】 

・動画を作成して校内放送で流

す。 

・環境に関するポスターや新聞

を作成して掲示する 

・落とし物が少なくなるような呼び

かけをする。 

 

ま

と

め

る 

17 

18 

 

 

 

姿二小環境

会議を開こ

う。 

 

 

積極的に意見

を伝え合い、お

互いの企画を

よりよいものに

しようとする。 

〇姿二小 5-〇環境会議を行い、

それぞれのチームが考えた企

画を提案し、意見交換を行うこ

とで、企画をよりよいものにす

る。 
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20 

21 

 

 

 

 

 

 

誰もが無理なく

続けられる、持

続可能な企画

を考え、実践し

ようとしている。 

〇それぞれの企画を見直し、企

画を実行するための準備をす

る。 

広

げ

る 

22 

23 

 

自分たちに

で き る こ と

をやってみ

よう。 

自分たちにでき

ることを考え、

実践することが

できる。 

〇チームごとに考えた企画を実

践する。 

 

振

り

返

る 

24 学習の振り

返りをしよう 

自分の活動を

振り返り、自分

の よ さ や 自 己

の成長につい

て気付くととも

に、これからの

生活について

生かそうとして

いる。 

〇単元全体の振り返りを行う。  

 

7-1 本時の展開（５時間目） 

本時のねらい：食品ロスや自給率の問題について知り、自分たちの生活が、環境問題につながっていること

に気付くことができる。（知識・技能） 

過程 学習活動 指導上の留意点 資料 

（教材） 

導入 

(5 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(30 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあてを確認する。 

 昨日の給食、昨日の夕食、今日の朝食を

振り返る。 

 食品ロスについて知り、食品ロスがいけな

い理由をタブレットに入力する。 

 
【導入時に児童が考えた 

「食品ロスがダメな理由」】 

 

 

２ 食品ロスの問題について考える。 

 世界、日本、姿二小の食品ロスの量から、

食品ロスについて考える。 

 日本の自給率を知り、普段の自分たちの

食の半分以上が海外の食材によって支え

られていることを知る。 

 UNICEF の動画を視聴し、世界には十分な

食べ物が手に入らない地域があることを

知る。 

 昨日と今日、自分が食べた物

を振り返り、食べ残してしまっ

たものに〇をつけることで、本

時の学習を自分事として捉え

ることができるようにする。 

 食品ロスという言葉の意味を

捉えることで、本時の学習の

理解を促すようにする。 

 食品ロスがダメな理由につい

て児童がタブレットにまとめた

ものを、テキストマイニング機

能を使って示し、クラス全体で

どのような考えが多いかを捉

えることで、導入時と終末時の

考えを比較することができるよ

うにする。 

 

 

 食品ロスの量を、数字とスカイ

ツリー〇個分のように示すこと

で、食品ロスの量を捉えやすく

する。 

 給食の残食の写真や、残食量

の重さを示すことで、自分事と

して捉えることができるよう促

す。 

 自給率が低く、世界には食べ

物に困っている地域があるに

タブレット（ジ

ャムボード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 給 食 の 残

食の写真 

 UNICEF 動

画 「南 スー

ダ ン ： 壊 滅

的な飢餓と

の戦い 」 

 JICA 「 つ な

がる世界と

日本」 

食品ロスの問題について考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(10 分) 

 

 
【食品ロスによる様々な問題の提示】 

 

３ アジア学院での取組ついて知る。 

 アジア学院で撮影したいくつかの写真につ

いて、何の写真か、何をしているところか

を考える。 

 答え合わせをしながら、アジア学院での取

り組みについて知る。 

 
【話し合いの様子】 

 
【グループで考えたことを全体で共有】 

 

４ 絵本「しんでくれた」の読み聞かせを聞く。

（※当日は時間がなくなってしまったため、後日

読み聞かせを実施） 

 

５ 本時の振り返りをする。 

 食品ロスがいけない理由は何か、また今

日の学習を通して感じたことや、考えたこ

とを振り返る。 

 
【終末時児童が考えた 

「食品ロスがダメな理由」】 

も関わらず、食品ロスがなくな

らない現状について触れるこ

とで、問題意識をもつことがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・写真について、いくつかの質

問に答える形で考えさせるこ

とで、考える視点を明確にす

る。 

（例） 

 ここにいる豚は何歳くらい？ 

 ここにいる鶏は何歳くらい？ 

 アジア学院の食事は自給率

何パーセント？ など 

 

 グループでアイデアを出し合う

ことで、自分と異なる視点で考

えている友達の意見も受け入

れることができるようにする。 

 アジア学院が大切にしている

「命をいただくこと」や「フードラ

イフの考え方（食べることは生

きること・食の循環）」を捉える

ことができるようにする。 

 

 

 

 

 

・本時の学習に関連する図書の

読み聞かせを行うことで、関心

を高められるようにする。 

 

・導入時と同じ「食品ロスがいけ

ない理由」を問い、テキストマ

イニング機能を活用して示す

ことで、本時の学習の学びが

深まったことを実感できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アジア学院

訪問時に撮

影した写真 

 タ ブ レ ッ ト

（スクールタ

クト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷川俊太郎

「 し ん で く れ

た」 

 

タブレット（ス

クールタクト） 



 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

【おおむね満足できる状況】 

食品ロスや自給率の問題、アジア学院の取組について知り、食品ロスがいけない理由を自分の言葉でま

とめている。 

【十分満足できる状況】 

食品ロスや自給率の問題、アジア学院の取組について知り、食品ロスがいけない理由や、自分にできるこ

とを自分の言葉でまとめることができる。 

【おおむね満足できる状況に達しない児童への手立て】 

 グループ活動において友達の考えを参考にしながら、自分の考えに生かすことができるよう促す。 

7-2 本時の展開（６時間目） 

本時のねらい：話し合いや体験活動等を通して、身近な環境問題と SDGs との関わりを知り、問題を自分事

として捉えようとする。（学びに向かう力）  

過程 学習活動 指導上の留意点 
資料 

（教材） 

導入 

(5 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(30 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ これまでの学習を振り返り、本時のめあてを

確認する。 

これまで学んできた環境問題について振り

返る。（気候変動、プラごみ、ファストファッシ

ョン、食品ロス、自然環境） 

   

 

２ SDGs についておさらいをする。 

  

 

 

 

３ これまでに学んできた環境問題と、SDGs と

の関連について考える。 

 これまで授業で扱った環境問題に関する

写真をいくつか用意し、その写真に関係す

る SDGs とその理由を考える。 

 考えをグループや全体で伝え合う。 

（使用する写真） 

 大量のプラゴミを食べてしまったクジラ 

 海岸のプラゴミ 

 ファストファッションのゴミ山 

 綿花の摘み取りをする子ども 

 食べ残し 

 スーパーの売れ残り      など 

 

 

 
【関係する SDGs とその理由を 

タブレットに入力】 

・これまでの学習について、写

真等を使いながら振り返るこ

とで、本時の学習につなげる

ことができるようにする。 

 

 

 

・SDGs の内容について再度確

認 する こ と で 、 環境 問題 と

SDGs との関係について捉え

ることができるようにする。 

 

・これまでに授業で扱ってきた

写真（自分たちの身近なもの

と関係のある環境問題の写

真）を活用することで、環境問

題と自分たちの生活とを関連

付けて考え、様々な視点から

SDGsとの関連を捉えることが

できるようにする。 

 

・スクールタクトを活用して、写

真と関連する SDGs とその理

由を記入することで、理解が

難しい児童も他の児童の意

見を参考にしながら取り組む

ことができるようにする。 

 

・紙とカードを活用しながら、話

合いを進めることで、友達同

士で対話をしながら学びを深

めていけるようにする。 

 

・ワールド・カフェでお互いの意

見を交流することで、自分た

ちのグループだけでは気付く

ことができなかった考えにも

気づくことができるようにし、

考えを深めることができるよう

こ れ ま で の

学習の様子

を 撮 影 し た

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SDGs お助

けシート 

 タ ブ レ ッ ト

（スクールタ

クト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真を真ん

中に貼った

大きい紙 

 SDGs カ ー

ド 

 ホ ワ イ ト ボ

ード用ペン 

 

 

 

 

環境問題と SDGs との関係について考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(10 分) 

 

 
【考えたことをグループで伝え合う】 

 
 

 
【ワールド・カフェで考えを深め合う】 

 

４ これから自分が学びを深めていきたい環境

問題を選び、その理由を伝え合う。 

 ・「一番何とかしたい！」と思う環境問題と 

その理由を考える。 

 ・考えをグループや全体で伝え合う。 

 
【児童がタブレットに入力した考え】 

 

５ 本時の振り返りをする。 

にする。 

 

※ワールド・カフェとは 

 『カフェ』のようなリラックスし

た雰囲気の中で、少人数に分

かれたテーブルで自由な対話

を行い、他のテーブルとメン

バーをシャッフルして対話を

続けることにより、参加した全

員の意見や知識を集めること

ができる対話方法の一つ。

（「ワールド・カフェの手引き」

より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自分が一番何とかしたいと思

う環境問題は？」と問いかけ

ることで、自分自身も問題を

解決していく当事者であると

いう意識をもつことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りを学級全体で交流す

ることで、次時への意欲付け

を図ることができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ タ ブ レ ッ ト

（スクール

タクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

【おおむね満足できる状況】 

身近な環境問題と SDGs との関わりを知り、環境問題を自分事として捉え、これから学びを深めていきた

い環境問題とその理由についてまとめている。 

【十分満足できる状況】 

身近な環境問題と SDGs との関わりを知り、環境問題を自分事として捉え、これから学びを深めていきた

い環境問題とその理由について、自分の生活と結びつけながらまとめている。 



 

【おおむね満足できる状況に達しない児童への手立て】 

 グループ活動において友達の考えを参考にしながら、自分の考えに生かすことができるよう促す 

9. 学習方法及び外部との連携 

・単元計画の５時間目（本時）では、教師国内研修で訪問したアジア学院の取組について扱った。アジア学

院で撮影したいくつかの写真を活用してフォトランゲージ（写真から考えられることを話し合う）を行い、アジ

ア学院の「食べることは命をいただくこと（フードライフ）」について、教師が一方的に示すのではなく、子ど

もたち自身で気付いていけるよう促した。また、栄養教諭に残食量や残食の写真のデータを共有してもら

い、学習の導入で活用することで、食品ロスを自分たちにも関係のある問題として捉えることができるよう

働きかけた。 

・単元計画の６時間目（本時）では、単元の導入段階で扱った環境問題に関する写真（子どもたちの身近な

ものとのつながりがある環境問題）について、関連する SDGs を考える活動を行った。身近なものとつなが

りのある環境問題について扱うことで、自分たちの生活と関連付けながら、様々な視点で関連する SDGs

を見つけることができるようにした。また、ワールド・カフェで意見を交流し合うことで、それぞれの環境問題

に関連する SDGs について、多くの友達の考えに触れ、より多様な視点で SDGs との関連に気付くことが

できるようにした。 

・単元の導入段階である 1～６時間目においては、すごろくをしながら SDGs を知る、海の生き物になりきっ

てプラスチックごみ問題について「海の生き物会議」を行う、自分たちの着ている服がどこで作られている

のかを実際に調べてみるなど、体験的な学習を多く取り入れることで、児童が環境問題に対して自分事と

して捉えることができるよう働きかけた。 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・単元計画５、６時間目の公開授業では、校内の先生方にも声をかけ、参観して頂いた。参観して頂いた先

生方から授業の感想や助言をいただくことができた。 

・指導の流れや教材を学年の先生方に共有し、他のクラスでも実践をして頂いた。 

・本単元とは別の取組ではあるが、総合「宇都宮学」と外国語「Unit6 I want to go to Utsunomiya!」のコラボ

企画として、外国語専科の先生や学年の先生方のご協力をいただき、宇都宮学で学んだ宇都宮の良さ

を、外国語で学んだ表現を使って外国人の方（JICA 筑波研修員の方々）に伝える活動を学年全体で行う

ことができた。 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 

・単元の導入時は、自分たちの身近なものと環境問題とのつながりについて、児童は

興味関心をもって学ぶことができたが、単元の最後まで興味関心を最後まで持続さ

せながら学びを続けるように促すことが難しかった。 

・体験的な活動は多く取り入れたものの、教室内での活動に留まってしまい、様々な環

境問題について自分事として捉えるような働きかけが難しかった。 

・学校独自の総合的な学習の時間の年間指導計画を少し変えて実践を行ったため、

単元計画の作成や教材作成などに時間がかかってしまった。 

12. 改善点 ・教室内での学習に留まらず、外部機関との連携を積極的に図り、児童が目的意識を

より強くもつための工夫が必要だと思う。学級内に留まらず、学年、学校、地域と対象

を広げていくことで、環境問題を解決するために自分にできることの幅が広がって児

童の主体性につながり、興味関心を持続させながら学びを続けることができると思

う。 

・次年度以降の 5 年生が教材を活用できるよう、今回作成した単元計画や教材を次年

度へ引継ぎ、次年度の 5 年生も活用できるようにしておく。 

13. 成果が出た点 ・単元計画５時間目の食品ロスの問題について考える授業では、導入時と終末時に同

じ問い（「食品ロスがダメな理由」）を投げかけることで、授業を通して考えが深まった

ことを実感することができたように思う。 

・給食の残食量や残食の写真を示すことで、食品ロスの問題を自分たちにも関係のあ

る問題として捉えることができたのではないかと思う。 

・単元計画６時間目の環境問題と SDGs との関連について考える授業では、ワールド・

カフェでお互いの考えを伝え合うことで、自分たちのグループでは気付くことのできな

かった意見に触れることができ、考えの深まりが見られた。 



 

14. 学びの軌跡（児

童生徒の反応、感

想文、作文、ノート

など） 

 

【単元計画５時間目「食品ロスはなぜいけないの？」児童のふりかえり】 

 

  

 

【単元計画５時間目フォトランゲージ「アジア学院の取組」児童の成果物】 

  

  

  
 



 

  
  

【単元計画６時間目：「環境問題と SDGs とのつながり」児童の成果物】 

  

  
 

【単元計画６時間目「環境問題と SDGs とのつながり」児童のふりかえり】 

  

  



 

15. 授業者による

自由記述 

児童一人一人が問題を自分事として捉え、授業を通して感じたことや考えたことを、

主体的に行動にうつしていくためにはどうすればよいかを考えながら授業づくりを行っ

た。そのために、単元の導入段階において自分の身近な行動や生活が、環境問題に

つながっているということに気付くことができるよう、児童が普段使っている鉛筆や紙、

電気、児童が好きなアイスクリームやスナック菓子などを切り口に、これらのものが全

て環境問題につながっていることに気付かせたり、児童同士でお互いに気付き、考え

を深めていけるようにフォトランゲージやワールド・カフェを取り入れたりと、教材や学

習形態を工夫した。児童が導入段階にもった課題意識を、単元の最後まで興味関心

を持続させながら学び続けていくためにはどのような手立てが必要か、今後考えてい

きたいと思う。また、年間指導計画に明確に位置付け、今回使用した教材を蓄積して

いくことで、次年度も継続した取組ができるよう働きかけていきたい。 

 

参考資料： 

【SDGs に関する動画・教材】 

 国際連合広報センター「ゴー・ゴールズ！」

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/go-

goals/ 

 日本ユニセフ協会 “SDGs CLUB” https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/ 

 YouTube ” World’s Largest Lesson – Part 1 ” https://www.youtube.com/watch?v=H0yxJzzIFo8 

 YouTube ” World’s Largest Lesson – Part 2 ” https://www.youtube.com/watch?v=9lqsGdH2Fzs 

 YouTube ” World’s Largest Lesson – Part 3 ” https://www.youtube.com/watch?v=2qvwbJyawQo 

 YouTube “What SDGs？” https://www.youtube.com/watch?v=QyDqENGI6g0 

 JICA「SDGs カード」 

 

【環境問題に関する動画・教材】 

 環境省「2100 年未来の天気予報」 https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/2100weather/ 

 日本ユニセフ協会「13 歳のアイシャの 1 日～水を得るために～日本ユニセフ協会」 

https://www.youtube.com/watch?v=PP0IvKmLfRY 

 日本ユニセフ協会「南スーダン：壊滅的な飢餓との闘い」 https://www.youtube.com/watch?v=M3Q4n4Pp_60 

 開発教育協会(2020)『プラスチックごみ』 

 開発教育協会(2022)『服・ファッション』 

 

【フォトランゲージ用教材「アジア学院について」】 

     
 

   


